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研究成果の概要（和文）：本研究では，情報埋込技術において，非可逆処理と可逆処理とを混在

する新しい手法の開発と，それに関連した可逆情報埋込法およびその応用についての提案とが

実施された． 
 
研究成果の概要（英文）：This study has developed a new method for data hiding technology 
where the method consists of a reversible and irreversible processes. The study has also 
proposed several reversible data hiding methods and those applications. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２０１０年度 １，５００，０００ ４５０，０００ １，９５０，０００ 

２０１１年度 ９００，０００ ２７０，０００ １，１７０，０００ 

２０１２年度 ６００，０００ １８０，０００ ７８０，０００ 

年度    

  年度    

総 計 ３，０００，０００ ９００，０００ ３，９００，０００ 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学／知覚情報処理・知能ロボティクス 
キーワード：コンテンツ・データベース，情報通信工学 
 
１．研究開始当初の背景 
 
画像へ知覚できないように情報を重畳する
情報埋込技術は，その応用によって，情報重
畳画像から原画像を復元可能な可逆情報埋
込と不可能な非可逆情報埋込とに分類でき
る．異なる性質を有する二つの情報埋込が併
用されることはあったが，融合することは従
来あまり検討されていなかった． 
 
２．研究の目的 
 
可逆情報埋込は重畳可能な情報量に制約が
あり，一方，非可逆情報埋込は例えば情報重
畳画像の画質の改善が求められていた．そこ

で，従来の要望を満たす一つの可能性として，
１つの情報埋込手法において，可逆処理と非
可逆処理とを併用する，すなわち，可逆情報
埋込と非可逆情報埋込とを融合した新しい
情報埋込手法を検討した． 
 
３．研究の方法 
 
融合に適した可逆情報埋込手法の開発とそ
の非可逆処理との統合によって検討を進め
た．また，その過程で新たな可逆情報埋込手
法も開発され，応用も検討された． 
 
４．研究成果 
 

機関番号：２２６０４ 

研究種目：若手研究（Ｂ） 

研究期間：２０１０～２０１２ 

課題番号：２２７００１０７ 

研究課題名（和文） 平坦画像のための原画像復元可能な非可逆情報埋込法 

 

研究課題名（英文） 

Reversible Data Hiding Based on Irreversible Techniques for Smooth Images 

研究代表者 

藤吉 正明（FUJIYOSHI MASAAKI） 

首都大学東京・システムデザイン研究科・助教 

 研究者番号：２０３３６５２２ 

 
 



 

 

可逆処理と非可逆処理とを同時に内包する
新しい情報埋込手法を開発し，国内学会論文
および査読付国際会議論文として公表した．
研究過程で開発された新しい可逆情報埋込
とその応用についても，国内学会論文や査読
付国際会議論文として公表している． 
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